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日本政府とNGOの共同提案から生まれた「国
連ESDの10年」（2005- 2014）は世界中で展開され、日
本国内でも、政府、学校、高等教育機関、NGO/NPO、企業
等様々な主体がESDに取り組みました。
国連は2015年からのESD推進の枠組みとして「ESDに
関するグローバル・アクション・プログラム（GAP）を
採択。日本政府も、「我が国におけるESDに関するGAP
実施計画（ESD国内実施計画）」を策定し、ESD推進ネッ
トワークの整備と運用を明記しました。

2019年、GAPの後継「持続可能な開発のための教育：
SDGs実現に向けて（ESD for 2030)」を国連が承認。ESD
がSDGs実現の鍵と位置づけられました。これを受け、
日本政府は2021年、「第2期ESD国内実施計画」を策定、
ESD推進ネットワーク等を活用した重層的なネット
ワークの強化を打ち出しました。

各地方センターについてはhttps://esdcenter.jp/regionalをご参照ください。→

ESDはSDGs達成の鍵です


